[Material] A Bibliography of Max Weber in Japan by 天野 敬太郎 & Amano Keitaro
[資料] 日本マックス・ヴェーバー書誌　第2回
著者 天野 敬太郎
雑誌名 關西大學經済論集
巻 16
号 1
ページ 97-127
発行年 1966-04-30
その他のタイトル [Material] A Bibliography of Max Weber in
Japan
URL http://hdl.handle.net/10112/15324
97 
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日本マックス・ヴェーバ一書誌第2回
この書誌の第1回は， 「関西大学経済論
集」第14巻6号に掲載し（又は，資料集第
6集）， 1964年末までに発表されたものを
収録した。第2回は， 1965年中に発表され
たものと，第1回にもれたものとからなっ
ている。マックス・ヴェバーを中心に論述
したものを主とし，これに他の学説を併せ
て論及するものも収録した。標題で判じ難
いものなどには，「註」を記すことに努め
た。なお，第1回の「補遺」は，便宣上，
第2回に再録した。
各項目のうちは発表の年月順とした。
転載再録の類は，初出の下に一括し，
その発行年月は， （ ）に入れた。
新刊紹介の発行年月は（ ）に入れた。
0は，その著者の単行本
◎は，多数著者の論文集の類
（ ）の中は，発行所と叢書名
p. は，ページ
昭39.10は，昭和39年10月
＊は，第1回に記載するもの
↑は，第1回の「補遺」の部に記載す
るもの
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付記 日本におけるマックス・ヴェーバー
書誌の発達
A総記
Al書誌
◎ Max Weber研究のためにーM ・ウェ
ーバー逝世三十年記念講演会に際して
98 開西大學『網済論集』第17巻第 1号
日本大学社会学・史学会・哲学会編
（同会） 23p. A 5 昭25.6
Max Weber小伝（斎藤正二）
M. Weber著書論文目録
邦訳 M.Weber論著目録
邦文 M.Weber関係文献目録
"Social Research• 所載 M.Weber関
係文献目録補遺
＊わが国におけるマックス・ウェーバー
の文献目録 関西大学経済学会資料室
0(関西大学経済学会資料室，資料
集第1集） p. 57-84 昭31.5 
註一宮中市子編
マックス・ウェーバー（古本屋の手帳）
日本古書通信第22巻10巻［通号339
号・復刊第162号] p. 17 昭32.10
日本マックス・ヴェーバー書誌天野敬太郎
関西大学経済論集第14巻6号
p. 731ー 790 昭40.3
0(関西大学経済学会資料室，資料
集第6集） 60p. A 5 昭40.3
註ーA総記 B方法論 C社会学 D 
法学 E政治学 F経済学に大
別し， 25項目に分類
一新刊紹介多数の文献を集録 内田芳明
図書新聞第816号 p.4 (昭40.7.10) 
年表 大久保和郎
〇マックス・ウェーバー 1I マ
リアンネ・ウェーバー著，大久
保訳（みすず書房） p.527ー 540
昭40.5
註ーウェーバー著作年表を兼ねていて
1958まで記載
〇マックス・ウェーバー文献目録
馬場明男，斎藤正二，佐久間淳編
（エルガ） 150p. A 5 昭40.10
昭41.1 
M_ax Weber小伝（斎藤正二）
M. ウェーバーの著作年代順目録外
国語翻訳文献 M.ウェーバーの評伝
・総記外国語文献（書誌）
M. Weber関係邦文文献目録
外国語文献索引 邦文文献索引
マックス・ヴェーバー「著作目録」
〇マックス・ヴェーバー研究大
塚久雄編（東京大学出版会）巻
末 xvp 昭40.11
A2 論文集，広汎書
（邦訳）
＊〇社会科学と価値判断の諸問題
戸田武雄訳
（有斐閣，経済学名著翻訳叢書1)
244, 213p. 菊判昭12.11(昭21.4) 
一新刊紹介 マックス・ウェーバーの
悲劇一戸田武雄氏訳著「社会科学と
価値判断の諸問題」を読みて滝沢克己
＊山口商学雑誌第8巻6号（昭13.3)
〇職業の倫理（洋々社） p.29ー 57
（昭31.9) 
*O世界大思想全集 社会・宗教・科学思
想篇21ウェーバー（河出書房） 昭29.4
一新刊紹介 戸田武雄
図書新聞第247号 （昭29.5.22)
〇ウェーバー・政治・社会論集
（河出書房新社世界の大思想 23)
446p. B 6 昭40.4
国民国家と経済政策 田中真晴訳
国民社会党の設立によせて
中村貞二訳
社会科学および社会政策の認識の
「客銀性」 出口勇蔵訳
プロテスタンティズムの倫理と資
本主義の「精神」 阿部行蔵訳
支配の社会学 世良晃志郎訳
新秩序ドイツの議会と政府
中村貞二，山田高生訳
職業としての政治
清水幾太郎，清水礼子訳
解題（諸氏）
解説 マックス・ウェーバーの人と
と思想と学問 高島善哉，中村貞二
「ウェーバー」年表 中村貞二
（抜幸集）
マックス・ヴェーバー 青山秀夫
◎語録永遠の言葉（平凡社，世界
教養全集別巻4) p. 226-227 
昭38.9
註ー伯母イダ・バウムガルテンの死に
あたって，職業としての政治，プ
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ロテスタンディズムの精神，政治
論文集の抄録
（研究）
ヴェーバー 経済と社会 Wirtschaft
und Gesellschaft 戸田貞三
〇社会学概論戸田貞三著（有斐
閣） p.185ー 187 昭27.4
Wirtschaft und Geselischaft経済と社会
体0系経済学重要文献案内 永田正
臣編（柏林書房） p.126-127 
昭34.12
＊＊＊ 
＊◎マックス・ウェーバー研究
（鎌倉文庫，社会科学研究1) 昭23.12
一新刊紹介 マルクスかウェーバーか
一高まるウェーバーヘの関心横山正彦
日本読書新聞第473号 p.2
（昭24.1.12)
⑲歴史学派の批判的展開 出口勇蔵編
（河出書房，経済学説全集6) 昭31.1 
一新刊紹介 ウェーバーの政治経済学
体系 松田智雄
日本読書新聞第841号 p.3.
（昭31.3. 26) 
一新刊紹介 中山治ー，岸田達也，岸田紀
西洋史学（京大） 第30号 p.151
-155 (昭31.6) 
＊〇ウェーバーの経済学方法論出口勇蔵著
（ミネルヴァ書房，社会科学選書39)
262, 7p. B 6 昭39.5
一新刊紹介歴史哲学への展望一社会
的存在論の基礎のうえで 松井秀親
図書新聞第783号 p.3(昭39.11.14)
マックス・ヴェーバー生誕百年記念シ
ンポジウムから
図書新聞第789号 p.2-5 昭40.1.1
日本におけるヴェーバー研究の特
質 住谷一彦
ヴェーバー研究の現代的意義石田雄
~Betrieb• と経済的合理主義
大塚久雄
戦前における日本のヴェーバー研
究 丸山真男
所感 大河内一男
註一昭和39(1964)年12月5-6日東京
99 
大学におけるシンポジウムの速報
であって，忠実な記録は，昭40.
11: 「マックス・ヴェーバー研究」
がある
〇マックス・ヴェーバー研究
大塚久雄，安藤英治
内田芳明，住谷一彦
著
（岩波書店） 355p. A 5 昭40.6
第1部方法
マックス・ヴェーバーにおけ
る「客観性」の意味 安藤英治
マックス・ヴェーバーにおけ
るカリスマ社会学の意味
安藤英治
第2部資本主義の精神
マックス・ヴェーバーにおけ
る資本主義の「精神」 大塚久雄
Grundriss der Soziali:ikonomik 
の編纂者としてのマックス
・ヴェーバー 住谷一彦
第3部宗教社会学
マックス・ヴェーバーにおけ
る宗教社会学と経済社会学
の相関 大塚久雄
経済と宗教一宗教倫理の階級
的制約性の問題 内田芳明
文化比較の諸観点と諸問題一
インドとユダヤ民族の比較
内田芳明
註ー著者たちが，別々の機会に，別々
の意図から，それぞれの責任にお
いて作成した独立の諸論文を，十
分な共同討議の上で編集したもの
で，文字どおりの共著である。本
書への収録にさいして，多少の加
筆ないし訂正がおこなわれた。
〇マックス・ウェーバー研究ーエート
ス問題としての方法論研究
安藤英治著
（未来社） 484p. A 5 昭40.11
序説 イデアル・テイプスとしての労
働価値説
1 マックス・ウェーバーにおける「主
体」の問題
2 マックス・ウェーバーにおける「客
―----------―. ------―- --- -一―---一---'----・-
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銀性」の意味
3 マックス・ウェーバーにおける形
式的思考の意味
4 マックス・ウェーバーにおける「客
観的可能性」の意味
5 マックス・ウェーバーにおけるカ
リスマ社会学の意味
補論 マックス・ウェーバーにおける
「合理性」への一断想
附論歴史意識をめぐって
1 クリストファ・ドーソンにおける
歴史意識について
2 第一次大戦と歴史主義
3 アンリ・ビレンヌの歴史意識
4 マックス・ウェーバーの歴史意識
断片
あとがき
一新刊紹介価値理念の探究 塩原勉
日本読書新聞第1336号 p.5
（昭40.12.13) 
一新刊紹介高水準の入門書
ェコノミスト 第43巻53号 p.81
-82 (昭40.12.14)
〇マックス・ヴェーバー研究生誕百
年記念シンボジウム 大塚久雄編
（東京大学出版会） xii,383,xvp. 
A5 昭40.11
はじめに 大塚久雄
開会の辞 鈴木鴻一郎
第1部社会諸科学におけるマッ
クス・ヴェーバーの現代的意義
社会学とヴェーバー 富永健一
法学とヴェーバー 広中俊雄
歴史学とヴェーバー 堀米庸三
日本思想史におけるヴェーバー
的問題 内田義彦
戦前における日本のヴェーバー
研究 丸山真男
総括
1 日本におけるヴェーバー
研究の動向 住谷一彦
2 現代日本におけるマック
ス・ヴェーバー研究の意
義 石田雄
所感 大河内一男
第2部 マックス・ヴェーバーに
おけるRationalisierungの問題
ヴェーバーにおける Rationali-
sierungの概念ー一つの Mo。
tivenforschung 安藤英治
lntellektualismusとRationali-
sierung 折原浩
「社会層」と宗教倫理の相関ー経
済のRationalisierungにおけ
る 内田芳明
<{Betrie b}'>と経済的合理主義
大塚久雄
第3部討論
現代的な視角がほしい 出口勇蔵
マックス・ヴェーバーと組織論
中川敬一郎
マックス・ヴェーバーと現代思
想 生松敬三
ヴェーバーの「合理化」をめぐる
若干の問題ーとくに「どこか
らどこへ」という問いによせ
て 住谷一彦
討論隅谷三喜男，広中俊雄，寺尾
誠，安藤英治，折原浩．内
田芳明，丸山真男，富永健一
閉会の辞 尾高邦雄
付録マックス・ヴェーバー「著
作目録」
註一昭和39年(1964)12月5-6日東京
大学経済学会および束京大学社会
学会が主催し，東京大学を会場と
して開催せられた「マックス・ヴ
ェーバー生誕百年記念シンポジウ
ム」の忠実な記録である。
現代社会学における M.ウェーバーの
意義（特集）
社会学評論第16巻2号［第62
号] p.2-82 昭40.12
W ertfreiheitと「合理化」批判一
「社会科学の論理」論争をめぐっ
て 徳永洵
「理念型」をめぐる問題 田村栄一郎
マックス・ウェーバーの政治理論
菅野正
マックス・ヴェーバーと辺境革命
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の問題
A3 評
?
ヴェーバー（独壊社会学の中）五十嵐信
◎大思想エンサイクロペヂア 13 
社会学1(春秋社） p.214 
昭3.5
Max Weber小伝 斎藤正二
＊◎ Max Weber研究のために 日
本大学社会学会・史学会・哲学会
昭25.6
◎マックス・ウェーバー文献目録
馬場明男，斎藤正二，佐久間淳
編（エルガ） p.5-6 (昭40.10)
マックス・ウェーバー 石坂巌
三色旗（慶大）第65号 昭28.8
マックス・ウェーバー（歴史派経済学
その2の中） 大河内一男
◎歴史学派の形成と展開大河内
一男編（河出書房，経済学説全
集5) p.232ー 237 昭31.6 
マックス・ウェーバー 戸田武雄
法学セミナー第8号 p.56-60
昭31.11
＊◎経済学史の十二人（日本評論新
社） p.121-139 (昭32.8)
マックス・ヴェーバー（経済理論の歴
史ー歴史学派の中） 川鍋正敏
◎玉川百科大辞典 22 経済松
田智雄編（誠文堂新光社）
p.198ー 200 昭36.12
折原浩 一新刊紹介米社会学者のウェーバー
研究 富永健一
週刊読書人第453号 p.4(昭37.12.3)
＊〇マックス・ウェーバー I
マリアンネ・ウェーバー著
大久保和郎訳
（みすず書房） 272p. A 5 昭38.9
一新刊紹介孤高の厳しい悲哀住谷一彦
日本読書新聞第1229号 p.7
（昭38.10.2)
一新刊紹介生れながらの騎士の伝記
安藤英治
週刊読書人第498号 p.5
（昭38.10.28)
一新刊紹介感心した知的豊かさ清水礼子
図書新聞第732号 p.2(昭38.11.16)
〇マックス・ウェーバー 1 
マリアンネ・ウェーバー著
大久保和郎訳
（みすず書房） 271-541, xivp. A5 
第11章拡張 昭40.5
第12章社会的行動と闘争
第13章美しし＼生活
第14章旅の印象
第15章母
第16章奉仕
第17章革命前の時代の政治家
第18章インテルメッツォ
第19章革命後の時代の政治家
終章
年表
訳者あとがき
人名索引，事項索引
マリアンネ・ウェーバー「マックス・ウ
ェーバー伝」について 尾高邦雄
世界思想教養全集月報Z p.3-5 
昭37.6
註ーMarianneWeber : Max Weber. 
1926の紹介
＊〇マックス・ウェーバー一その人と
業績 H. ガース，ライト・ミルズ著
山口和男，犬伏宣伏訳
（ミネルヴァ書房，社会科学選書
33) 225,5p. B6 昭37.11
一新刊紹介最良の入門書の一つ三沢謙一
日本読書新聞第1182号 p.4
（昭37.11.19)
註ーMarianneWeber : Max Weber. 
Ein Lebensbild. 1926の後半の訳
第 1巻は昭38.9刊
ウェーバー 池田義祐
◎講座哲学大系5 社会科学と哲
学 田中美知太郎編（人文書院）
p.137-146 昭39.1
tマックス・ウェーバーの現代的課題
住谷一彦
◎続経済学を築いた人々一時代の
思想と理論大河内一男編（青
林書院新社） p.279ー 315 昭39.12
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マックス・ウェーバーの人と思想と学
問 高島善哉，中村貞二
〇ウェーバー・政治・社会論集（河
出害房新社，世界の大思想 23)
p.445-463 昭40.4
ウェーバー 中村幹雄
◎歴史の名著ー近代を発見した人
々 会田雄次編（至誠堂）
p.101-110 昭40.6
A4 辞書に記載のもの
ウェーバー
芸経済学辞典高橋泰蔵編改訂
増補版（東洋経済新報社） p. 
894-896 81行昭25.5
ヴェーバー，マックス
新編世界哲学小辞典原富男，長
屋喜ー著（国民図書刊行会）
p. 39 1行昭26.10
ウェーバー
法学辞典末川博編（日本評論社）
p. 45 5行昭26.11
ウェーバー
クライネス社会学辞典 樺俊雄編
（創元社） p.14ー 15 13行昭27.9
ウェー ノゞ ー
新百科事典三省堂編修所編（三
省堂） p.133 7行 昭28.3
ウェーバー
世界人名事典（毎日新聞社，毎日
ライプラリー） p. 385 8行昭28.4
ウェーバー
社会科辞典末川博監修（京都・
数学研究社） p.33 8行 昭29.2
ウェーバー
現代史事典創文社編（創文社）
p.25 31行昭30.6
ウェーバー
新訂法学辞典末川博編（日本評
論新社） p.42 7行 昭31.6 
ウェーバー
岩波小辞典社会思想（岩波書店）
p. 16 23行昭31.12
ウェーバー
中学生百科事典（平凡社）第1巻
p.253ー 254 17行昭32.11
ウェーバー
最新世界人名事典 山吉長監修
（むさし書房） p.34ー 35 11行
昭36.2
ウェーバー
新版学習世界人名事典（フェニック
ス書院） p.29ー 30 11行 昭38.9
ウェーバー（マックス）
学習人名新事典横山十四男編
（富士教育出版社） p.29 7行
昭39.6
ヴェーバー 青山秀夫
世界大百科事典2 (平凡社）
p.519 148行昭39.9
ウェーバー（マックス）
が環人名事典（向上社） p.35-
36 8行昭39.9
マックス・ウェーバー
三省堂世界史小事典三省堂編修
所編（三省堂） p.322 13行
昭39.11
ウェーバー（マックス）
学生のための世界人名事典（教学
研究社） p. 40 10行 昭40.1
ウェーバー
菜経済学辞典高橋泰蔵，増田四
郎編（東洋経済新報社） p.868 
ー 869 96行昭40.2
ウェーバー
伽学習人名辞典 中山治ー監修
天野利久，森誠一編（保育社）
p.33 10行昭40.3
ウェーバー（マックス）
日本と世界の大人名事典谷山茂
編（むさし書房） p. 74 18行
昭40.4
ウェーバー（マックス）
世界思想教養辞典西洋編樫山
欽次郎，松浪信三郎編 （東京
堂出版） p. 106-109 158行
昭40.6
ウェーバー（マックス）
世界学生人名事典稲荷山資正，
高橋堅陳監修（弘文社） p.62 
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14行 昭40.6
ウェーバー
学習世界人名事典 山吉長監修
（むさし書房） p.34ー 35 11行
昭40.8
ウェーバー 出口勇蔵
経済学辞典大阪市立大学経済研
究所編（岩波書店） p.26ー 27
110行昭40.9
ウェーバー 山根銀二
岩波小辞典音楽山根銀二編
第2版 p.17 9行昭40.10
A5年譜
「ウェーバー」年表 中村貞二
〇ウェーバー・政治・社会論集（河
出書房新社，世界の大思想 23)
p.464ー 466 昭40.4
年表 ・大久保和郎
〇マックス・ウェーバー マリア
ンネ・ウェーバー著，大久保和
郎訳 n Cみすず書房） p.527 
-540 昭40.5
註ー著作年表を含めたもの
AB 研究，影響，批判
（研究）
歴史学の方法論について一いわゆる大
塚史学をめぐって（座談会）
服部之総，林健太郎，高橋幸
八郎，内田義彦，松本新八郎
潮流第2巻8号 p.27-46昭22.10
註ーウェーバー，マルクスなどの研究
についての論述がある
マックス・ウェーバー研究について
出口勇蔵
日本古書新聞第3号 昭23.10
ウェーバーー最小限の抵抗線一“合理
化”の赤糸に賭けた研究態度（マル
クシズムに対決する三つの思想体系
の中） 武藤光朗
日本読書新聞第523号 p.1 昭25.1.1 
カール・マルクスとマックス・ウェー
バー 笠原正成
〇社会学（駿河台出版社） 昭32.4
103 
〇社会学増補版（駿河台出版社）
（昭33.4)
〇社会学 3訂版 （駿河台出版
社） （昭35.4)
〇社会学 4訂版 （駿河台出版
社） （昭36.4)
カール・マルクスとマックス・ウェー
バー 笠原正成
〇老人社会学（駿河台出版社）昭37.3
日本のなかのマックス・ウェーバー
日高六郎
世界思想教養全集月報 （河出書
房新社） Z p.5-6 昭37.6
戦後における思想史方法論の検討
生松敬三
思想第467号 p.732-741 昭38.5
註ーウェーバーの研究にも及んでいる
日本における M.ウェーバー研究沼義昭
図書新聞．第781号 p.2 昭39._10. 31 
日本におけるヴェーバー研究の特質
住谷一彦
図書新聞第789号 p.2 昭40.1. 1 
註一昭40.11:よくまとめられたもの
があって，その約3分の 1の速報
である
ヴェーバー研究の現代的意義 石田猛
図書新聞第789号 p.2 昭40.1.1 
註一昭40.11:よくまとめられたもの
があって，その約3分の 1の速報
である
戦前における日本のヴェーバー研究
丸山真男
図書新聞第789号 p.4-5昭40.1. 1 
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚久雄編（東京大学出版会）
p.151-172 (昭40.11)
「四つのウェーバー像」ーマックス・ウ
ェーバー生誕記念ドイツ社会学会に
出席して 徳永洵
社会学評論第15巻3号［第60号］
p.137--147 昭40.3
ウェーバーの批判と歴史学派の内部崩
壊 （ドイツ資本主義と歴史学派の
中） 中村貞二
〇経済学史演習 高野利治編（新
104 鵬西大學『繹済論集』第17巻第1号
評論社） p.132ー 135 昭40.11 
例題と解答 p.145-149 
日本思想史におけるヴェーバー的問題
内田義彦
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚久雄編（東京大学出版会）
p.77ー 149 昭40.11
1はじめに 2スミス研究者のヴェー
バー 3「市民社会青年型」アカデミズ
ムの形成 4ドイツのヴェーバー 5 
日本思想史における「市民社会」の問題
日本におけるヴェーバー研究の動向
住谷一彦
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚久雄編（東京大学出版会）
p.173-185 昭40.11
註一昭40.1:「日本におけるヴェーバ
ー研究の特質」を充実したもの
現代日本におけるマックス・ヴェーバ
ー研究の意義 ・ 石田雄
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚久雄編（東京大学出版会）
p.187ー 199 昭40.11
註一昭40.1:「ヴェーバー研究の現代
的意義」を充実したもの
現代的な視角がほしい 出口勇蔵
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚久雄編（東京大学出版会）
p.335-339 昭40.11
註ーシンポジウムにおける感想であっ
て，主としてウューバーの社会科
学理論である
マックス・ヴェーバーと現代思想生松敬三
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚久雄編（東京大学出版会）
p.345ー 347 昭40.11
マルクスとウェーバー
WGランシマン，川上源太郎訳
〇現代の政治学（竹内書店）
p.55-87 昭40.11
註ーW.G. Runciman: Social Science 
and Political_ Theory. 1963. の
邦訳
B 方法論
Bl一般
（邦訳）
Die ,.Objektivitlit" sozialwissenschaft-
licher und sozialpolitischer Erkenntnis. 
(Archiv fur Sozialwissenschaft und So・ 
zialpolitik. Bd. 19. 1904) (Gesammelte 
Aufslitze zur Wissenschaftslehre) 
社会科学および社会政策の認識の「客
観性」 出口勇蔵訳
〇ウェーバー・政治・社会論集（河
出書房新社，世界の大思想 23)
p. 49ー 113 昭40.4
訳註 p.113ー 115
解題 p.436-437 
Kritische Studien auf dem Gebiet der 
kulturwissenschaftlichen Logik. (Archiv 
fir Sozialwissenschaft und Sozialpolitik. 
Bd.22. 1906) (Gesammelte Aufslitze zur 
Wissenschaftslehre) Zur Auseinander-
setzung mit Eduard Meyer. 
エドウアルト・マイヤーにかんする論
評ー文化科学の論理学の領域におけ
る批判的研究 1906年第1部
松井秀親，諸田実訳
商学論集（類） 第33巻4号
p.168ー 225 昭40.3
同上 Objektive Moglichkeit und adli-
quate Verursachung in der historischen 
Kausalbetrachtung 
歴史的因果考察における客観的可能性
と適合的因果連関一文化科学の論理
学の領域における批判的研究 1906 
年第2部 松井秀親，諸田実訳
商学論集（嬰魯） 第34巻1号
p.149-179 昭40.6
文化科学の論理学の領域における批判
的研究 森岡弘通訳
〇歴史は科学か エドワルト・マ
イヤー，マックス・ウェーバー
森岡訳 （みすず書房） p.99ー
227 昭40.9
1 E. マイヤーの見解に対する批判
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的検討
2 歴史的因果観察における客銀的可
能性と適合的因果連関
註
訳註 p.236ー 244
訳者解説 p.245-261 
（研究）
マックス・ウェエバアの社会科学的認
識の客観性 土方成美
〇財政学の基礎概念土方著（岩
波書店） p.535-550 大12.12
学と実践ー特に経済学に関係して
福井孝治
経済論叢（京大）第27巻3-4号
: ~..:-·-p. 394-415, 570-586・-, 昭3.9-10
〇経済と社会（日本評論社）
•一 -··p.395ー 444 (昭14.9)
. ·•-註一工”ーバアの影響の下に書かれ，科
．．．．．．．．ー 学特に経済学と実践との関係につ
いて考察するもので，日において
は，主として，工“ーバアを参考と
してリッケルト，マルクスなどに
も及び，行為に対する規範を与え
ることができるかについて論述
理論歴史政策． 三木清
新興科学の旗のもとに第1巻2
号昭3.11
〇社会科学の予備概念（鉄塔書院）
p.95-124 (昭4.4)
〇三木清著作集第3巻（岩波書
店） p.87-238 (昭22.1)
註ーディルクイ，リッカート，ウェー
バーなどについて歴史的社会的存
在に関する学問を論述
社会科学概論 三木清
◎翡哲学第2巻学説2 (岩
波書店） 119p. 菊判 昭7.4,8
〇三木清著作集（岩波書店） 第
6巻 p.356-422 (昭24.3)
註―‘第3社会科学の構造’は，メンガ
105 
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一，シュモーラー，シュンペーク
-. リッカート，ウェーバーにつ
いて論述‘第4社会科学の方法論'
はディルクイ，リッカート，シュ
プランガー，ウェーバーについて
論述している
経験法則と観念型（パウル・バルトと
マックス・ウェーバー） 二木保幾
B3参照 昭8.1
社会科学の範疇ーM.ウェーバ一方法
論の批判 武田良三
社会哲学社会科学評論社会哲学
社会科学研究会編第1輯（岩
波書店） p.31ー 58 昭8.11
ウェーバーの「客観性」論 井藤半弥
〇財政政策総論（巌松堂書店）
昭23.10
社会科学と歴史性の問題一社会科学方
法論に寄せて 樺俊雄
季刊社会学（塁尉尉鰐） 第1集
p.34-48 昭23.11
註一第2節において，リッケルト，デ
ィルクイ，ウェーバーの科学方法
論を考察
社会科学の方法 青山秀夫
◎社会科学講座第1巻社会科
学の基礎理論（弘文堂） p.23 
-45 昭25.10
註ーウェーバーが多く引かれている
社会科学と世界観 加藤新平
◎社会科学講座第1巻社会科
学の基礎理論（弘文堂） p.47 
ー78 昭25.10
註ーディルクイ• IJッケルト，ウェー
パーなどの学説がある
認識と理解ー解釈学的方法の限界篠崎武
明大商学論叢第1巻［第34巻]5
号 p.134ー 167 昭26.1
tマックス・ウェーバーの社会科学論
国谷純一郎
〇近代精神の論理学（三和書房）
p.196-199 昭30.4
マックス・ウェーバーの科学論南亮三郎
〇社会政策原理（中央大学生活協
同組合出版局） 昭30.6
社会科学における普遍化的認識と個別
化的認識ーM.ウェーバーの因果帰
属の問題を中心として 菅野正
福島大学学芸学部論集第7巻
昭31.a 
106 開西大學『親済論集』第17巻第 1号
社会科学と哲学との相互滲透 城塚登 註ーp.576-580: ウェーバーの方法論
理想第277号 p.65-72 昭31.6 の世界観的基礎を述べる
註ーウェーバーの社会科学論を吟味す tマックス・ウェーバーの社会科学論
るもの 巡政民
＊〇琴埜ふね科学と倫理 小倉志祥著
（弘文堂，アテネ新書） 285p. 昭33.3
一新刊紹介 「文化人」の概念に注目
武藤光朗
図書新聞第448号 p.4 (昭33.5.3)
哲学一社会学の非哲学化の反面につい
て 徳永洵
◎講座社会学別巻（東京大学出
版会） p.115-122 昭33.9
註ーウェーバーの哲学的意味を探究す
るもの
歴史主義社会科学の批判と継承水田洋
〇社会科学はいかに学ぶべきか
高島善哉，長洲ーニ，水田洋著
改訂版（春秋社） p. 141-151 
昭34.6
註ーウェーバーの科学論，価値判断，
歴史学派批判などを取り扱ってい
る
マックス・ウェーバーにおける「主体」
の問題 安藤英治
思想第423号 p.1264-77 昭34.9
〇マックス・ウェーバー研究（未
来社） p.87-113 (昭40.11) 
マックス・ウェーバーにおける形式的
思考の意味 安藤英治
思想第429,439号 昭35.3,36.1
〇マックス・ウェーバー研究（未
来社） p. 155-205 (昭40.11) 
1問題提起 2方法論の要請 3ウェ
ーバーとリッカート 4ロッシャーと
クニース 5 L批判的研究7の位骰 6 
自然主義とのネガテイヴな対決 7自
然主義とのボジテイヴな対決 8因果
と意味
マックス・ウェーバー 長守善
〇経済学史（東洋経済新報社）
p. 192-193 昭38.4
社会科学的方法の世界観的基礎ー理論
と実践の関係 上山春平
思想第467号 p.576-587 昭38.5
大阪経大論集第45号 p.112-
135 昭39.12 
マックス・ヴェーバーにおける「客観
性」の意味 安藤英治
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚，安藤内田，住谷著（岩波書店）
p.3-42 昭40.6
〇マックス・ウェーバー研究安
藤英治著（未来社） p.115-
154 (昭40.11) 
マックス・ウェーバーにおける方法及
び実質論
スタニスラフ・アンドレスキイ
内藤辰美訳
社会学論叢（臭委） 第31号 p. 1-
19 昭40.6
註ーStanislawAndreski : Method and 
Substantive Theory in Max 
Weber. (British Journal of Soci-
ology. Vol. 15, No. 1 March 
1964)の邦訳
マックス・ウェーパーにおける「客観
的可能性」の意味 安藤英治
〇マックス・ウェーバー研究（未
来社） p. 207-249 昭40.11 
註一昭38.5 : ウェーバーにおける客
観的可能性（思想第467号）を大幅
に書き替え，第4節を完成させた
もの
B2 価値判断
（研究）
ゴットルの「存在論的価値判断」ー経済
学の政治的性格に関して 西川清治
経済学雑誌（盃慶） 第1巻6号
p. 702ー 722 昭12.9
註ーウェーバーの理論を比較する
科学と価値判断 戸田武雄
◎学生と歴史河合栄治郎編（日
本評論社） p.503-526 昭15.4
〇経済学の展望（国際書房）
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p.224ー 245 （昭17.12)
マックス・ウェーバー及びゾムバルト
の価値判断論 関野唯一
経済論纂（文塁） 第32・33号
p.161ー 181 昭19.6
ウェーバーにおける価値判断の問題
清水幾太郎
〇社会学講義（白日書院） p.128 
-145 昭23.6
〇社会学講義（岩波書店） p. 107 
ー121 (昭25.6)
社会科学と価値判断（社会科学の中）
大河内一男
◎社会労働問題辞典 中央労働学
園大学社会労働問題調査所編
（実業之日本社） p.6-8 昭24.12
社会科学と価値判断 福武直
◎社会科学講座第1巻社会科
学の基礎理論（弘文堂）
p.79ー 96 昭25.10 
〇社会学の基本問題（東京大学出
版会） p. 77ー 96 (昭27.11)
ウェーバーの究極的価値 大泉行雄
〇経済生活の本質ー職能と職分の
問題（同文館） 昭26.6
価値判断論争 福武直
◎政治学事典（平凡社） p.166-
167 昭29.5
経済政策と価値判断 赤松要
〇経済政策論（青林書院，新経済
学演習講座1) p.36-43 昭34.4
科学的認識と価値評価一統一的価値体
系設定のために 中村秀吉
思想第425号 p.1528-41 昭34.11
註ー第2節 p.1532ー 36にウェーバー
の説がある
経済学と価値判断ー技術論を超えるも
の 山田雄三
経済セミナー第56号 p.6-11昭36.5
註ーウェーバーの価値自由がある
価値判断論争期 南亮三郎
〇経済政策原理（千倉書房）
p.42ー 47 昭36.5
経済現象と価値判断 高木友三郎
〇文化哲学と経済哲学（東洋経済
107 
新報社） p.189ー 209 昭37.1
註ーp.193-197:'科学と価値（理想）観
念との問題’メンガー，シュモラー，
ウェーバーについて論述， p.203 
ー206:ウェーバーの理念型批判
M. ウェーバーの科学論と価値自由の
問題 (1) 大林信治
六甲台論集（度:)第11巻4号／
第12巻1号合併号 p.116ー 130
昭39.12
合理的価値の類型ーマックス・ウェー
バーの価値理論 池田昭
社会学評論第15巻4号［第60号］
p.121-136 昭40.3
ワルター・ウェーゲナー「マックス・
ウェーバーの科学観の源泉と経済学
の価値判断自由の問題性」 （紹介）
大林信治
◎日本経済政策学会年報 13 日
本経済の構造変化（勁草書房）
p.201ー 209 昭40.4
註ーWaltherWegener: Die Quellen 
der Wirtschaftsauffassung Max 
Webers und die Problematik der 
Werturteilsfreiheit der National-
okonomie. Berlin, 1962の紹介
Wertfreiheitと「合理化」批判ー「社会
科学の論理」論争をめぐって 徳永洵
社会学評論第16巻2号［第62号］
p.2-17 昭40.12
註ーポッパーとアドルノー価値判断論
に対比させてウェーバーの価値判
断論と合理化問題を論述
B3 理想型
（研究）
文化史における類型概念の構造と形態
小山栄三
社会学雑誌第63号 p.37-66 昭4.7 
註ーウェーバー，リッケルト，シュペ
ングラーなどについて論述
tマックス・ウェベルの「理想型」の概念
と儒教の「格率主義」の概念との関係
島本愛之助
〇井上先生喜寿記念文集巽軒会
108 隔西大學『鯉清論集」第17巻第1号
編（富山房） p. 441ー 469 昭6.12
経験法則と観念型（パウル・バルトと
マックス・ウェーバー）（経済学に於
ける若千の哲学的問題の中） 二木保幾
〇経済学全集第9巻経済哲学
（改造社） p.254-295 昭8.1
理念型
◎政治学事典（平凡社） p.1371昭29.5
類型概念と類概念 西村勝彦
〇理論社会学の根本問題（教育書
林） p. 76-82 昭31.5 
註ーウェーバーとデュルケームを中心
として概念構成の二つの型を論述
文化科学と理想典型 大野信三
〇経済学原理上巻（千倉書房）
p.131-134 昭31.6 
理念型 金子栄一
〇マックス・ウェーバー研究（創
文社） p.27-42 昭32.1
ウェーバーの理念批判 高木友三郎
〇文化哲学と経済哲学（東洋経済
新報社） p.203-206 昭37.1
理解と理念型 蔵内数太
〇社会学（培風館） p.116-19昭37.5
ヴェーバーによる正当性の三類型（社
会・国家・権カー権力の中） 相沢 久
◎玉川百科大辞典21 政治・法律
（誠文堂新光社） p.75 昭37.11
ウェーバーの「理想型」とその現代的系
譜 佐藤嘉一
社会学評論第15巻2号［第58号］
p.48ー 63 昭39.12
ウェーバーにおける近代的人間像（現
代集団論成立の背景の中） 中野収
◎講座現代社会学 1 社会学方
法論北川隆吉編（青木書店）
p.210ー 225 昭40.4
マックス・ウェーバーの，，ldealtypus"
についての一考察 藤津清治
ピジネス・レビュー（云塁）第13巻
1号 p.42ー 45 昭40.6
イデアル・テイプスとしての労働価値
説 安藤英治
〇マックス・ウェーバー研究安
藤英治著（未来社） p.9ー 86昭40.11
1問題提起 2「哲学の貧困」と「経済
学批判」の分析
註一昭和25.3ー 26.5:同題の論文に，仮
名づかいを改め，見出しの様式に
些少の変化を加え 'l問題の提起'
だけを取り替えたもの
マックス・ウェーバーにおける理想型
的概念形成 中野泰雄
諸学紀要（塁~) 第14号 p.82ー 96
昭40.11
「理念型」をめぐる諸問題 田村栄一郎
社会学評論第16巻2号［第62号］
p.18-36 昭40.12
B4理解
（研究）
理解 (Verstehen)ー 諸領域の関連づけ
の問題 金子栄一
〇マックス・ウェーバー研究（創
文社） p. 74ー 100 昭32.1
ウェーバーの理解的方法（社会体制の
マクロ的分折の中） 早瀬利雄
〇現代社会学入門（青春出版社）
p.203ー 205 昭34.5
B5合理性
（研究）
ウェーバーの合理主義観について（合
理主義と社会，三の中） 武田良三
〇技術的世界（国際書房） p.170 
ー208 昭17.10
理念型と合理化（マックス・ウェーバー）
ハンス・フライヤー著，福武直訳
〇現実科学としての社会学（日光
書院） p.177-192 昭19.11
歴史哲学における合理性の範疇戸田武雄
〇ウェーバーとゾムバント（日本
評論社） p.427-443 昭23.5
マックス・ウェーバーの人間観ー合理
的なるものと非合理的なるもの
日高六郎
◎マックス・ウェーバー研究（鎌
倉文庫） p.277-303 昭23.12
〇現代イデオロヂー（勁草書房）
p.404-464 (昭35.11)
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「合理化」を手引とするウェーバーの市
民的資本主義的世界の解釈
Kレヴィット
柴田治三郎，脇圭平，安藤英治訳
〇ウェーバーとマルクス（弘文堂，
アテネ新書3) p.18-69 昭24.11
1マックス・ウェーバー探究の本来の
動機 2近代世界の問題的表現として
の<合理性► 3普逼的隷従状態の真
唯中における個人の自己責任への自由
としての合理性
資本主義経済の合理性の問題ー戦後の
経済復興問題との関連において
上林貞治郎
経営研究（裔臭） 第5号 p.28ー
109 昭27.5
近代資本主義の合理性 林直道
〇マックス・ウェーバーの思想体
系（青木書店，青木文庫） p.128 
ー138 昭27.5
マックス・ウェーバーにおける「合理
化」の意味（魔術からの解放） 藤村暢三
政治経済論叢（癸農） 第2巻3号
p.31-44 昭28.10
合理主義の精神 小倉志祥
o::~ 年ふ裟科学と倫理（弘文
堂） p.245-256 昭33.3
マックス・ウェーバー「古代ユダヤ教」
における合理性の問題 宇野光蔵
宗教研究（東大）第153号 昭3.12 
マックス・ウェーバーにおける「形式
的合理性」の概念について及びアウ
グスティーヌスにおける「禍の神義
論」について一安藤英治氏の疑問に
答う 内田芳明
商経法論叢（靡委） 第14巻2号
p.1ー 31 昭38.7
ヴェーバーにおける Rationalisierung
の概念ー一つの Motivenforschung
［報告要旨］ 安藤英治
◎マックス・ヴェーバー生誕百年
記念シンポジウム p.21-6昭39.12 
註一昭40.11:充実したものがある
IntellektualismusとRationalisiemng
［報告要旨］ 折原浩
109 
C4参照 昭39.12
「社会層」と宗教倫理の相関一経済の
Rationalisierungにおける 内田芳明
◎マックス・ヴェーパー生誕百年
記念シンポジウム p.33-35 
昭39.12
註一昭40.11:充実したものがある
~Betrieb• と経済的合理主義 ［報告
要旨］ 大塚久雄
◎マックス・ヴェーバー生誕百年
記念シンポジウム p.37-40 
昭39.12
註一昭40.11:充実したものがある
~Betrieb• と経済的合理主義 大塚久雄
図書新聞第789号 p.3 昭40.1.1
註一昭40.11の速報であって， その約
3分の2である
~Betrieb• と経済的合理主義 大塚久雄
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚久雄編（東京大学出版会）
p.302-332 昭40.11
註一昭39.12:報告要旨の確定である
マックス・ウェーバーにおける「合理
性」への一断想 安藤英治
〇マックス・ウェーバー研究安
藤英治著（未来社） p.293ー 320
昭40.11
1合理性の概念規定をめぐって
2近代的合理性とファシズムーナチ・
レジームにおける合理性と非合理性を
めぐって
註ー1(p.293ー 298)は「古代史研究の
一視点ー内田芳明著「アウグステ
ィーヌスと古代の終末」をめぐっ
て（政治経済論叢昭37,3第11巻3
. 4号）の第3節を本体として前
文を書き直したもの， 2 (298ー
320)は‘ナチ・レヂームにおける
合理性と非合理性ー資本主義のロ
ゴスとファシズム'(思想昭31.12
第390号）と同文であって， ウェ
ーバーの近代社会理論によって位
地づけるもの
ヴェーバーにおける Rationalisierung
の概念ー一つの Motivenforschung
I 10 腸西大學『網済論集』第17巻第1号
安藤英治
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚久雄編（東京大学出版会）
p.209-241 昭40.11
註一昭39.12:報告要旨の確定である
IntellektualismusとRationalisierung
折原浩
C4参照 昭40.11
「社会層」と宗教倫理の相関一経済の
Rationalisierungにおける 内田芳明
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚久雄編（東京大学出版会）
p.275-301 昭40.11
註一昭39.12:報告要旨の確定である
ヴェーバーの「合理化」をめぐる若干の
問題ーとくに「どこからどこへ」とい
う問いによせて 住谷一彦
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚久雄編（東京大学出版会）
p.348-350 昭40.11
討論 隅谷三喜男，広中俊雄，寺尾
誠，安藤英治，折原浩，内
田芳明，丸山真男，富永健一
C3参照 昭40.11
W ertfreiheitと「合理性」批判ー 「社会
科学の論理」論争をめぐって 徳永洵
B2参照 昭40.12
マックス・ヴェーバーと合理化の問題
徳永惟
◎社会思想史入門城塚登編（有
斐閣） p.123-136 昭40.12 
B6 学問論
（研究）
職業としての学問ーマックス・ウェー
バーの講演に因みて 滝沢克己
＊科学評論第1巻2-3号昭1.1, 12 
〇職業の倫理（洋々社） p. 1-28 
（昭31.9) 
t講義法ーマックス・ウェーバーの所説
下程勇吉
〇近代学習原論（黎明書房）
p.68-71 昭29.7 
t学問による鷹術からの世界の解放ーマ
ックス・ウェーバー生誕百年を記
して（講演）
カール・レーヴィット，生松敬三訳
みすず第66号 p.28-47 昭39:11 
C 社会学
Cl一般
（研究）
社会的行為に関する現象学 松本潤一郎
思想第63号 p.673-693 昭2.1
註ーエーベルの社会的行為と Fritz 
Sander・: Der Gegenstand der rei-
nen Gesellschaftslehre. (Archiv 
ftir Sozialwissenschaft und 
Sozialpolitik. Bd. 54, Heft 2. 
p.329-423. 1925)を紹介
文化的事実としての社会 難波紋吉
〇社会学要義（弘文堂書房）
p.190ー 224 昭9.6
註ージンメル，ウェーバーなどについ
て論述
世界観の社会学 樺俊雄
哲学研究（京大） 第21巻3,6, 8冊
p.245-269,612-639,800-859 
昭1.3, 6, 8 
註ー特にp.254-261にヴェーベル論が
ある
東洋的社会と人間類型ー東洋的社会の
「停滞性」について 飯塚浩二
世界評論第2巻3号 p.4ー 12昭22.8
註ーウェーバーが引かれている
社会発展の法則と類型 上原専緑
◎社会科学講座 4 近代社会の
成立（弘文堂） p.1-22 昭26.1 
註一古代から始まり，マルクスの“社
会発展の法則”を経て，ウェーバ
ーに及ぶ
或る社会学者への手紙 清水幾太郎
思想第331ー 333居 p.40-47,
129-136, 242ー 247 昭27.1-3
〇現代文明論（岩波書店） p. 193 
-228 (昭28.12)
0社会学論集理論篇 日高六郎
編（河出書房新社） p.4-18 
（昭34.11)
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註一社会学者の動向を述ぺ，ウェーバ
ーも取り扱っている
〇社会学の構造 武田良三著
（前野書店） 352p. A 5 昭28.10
p.102-110: M. ウェーバーの社会
行為論
p.123ー 127:ウェーバーの社会関係
論
p.137-142: ウェーバーにおける争
闘
マックス・ウェーバーの社会学とその
価値 馬場明男
◎最新大学講座8 社会学1 大
学教育研究会編（東京数学社）
昭30.7 
社会的行為理論の展開 西村勝彦
〇理論社会学の根本問題（教育書
林） p.142-152 昭31.5 
註ーウェーバー，ズナニェッキなどに
ついて論述
社会階級の概念ーマックス・ウェーバー
ギュルヴィッチ，佐々木光訳
〇社会階級論ーマルクスから現代
まで（誠信書房） p.143ー 153
昭34.7 
註ーGeorgesGurvitch : Le concept 
de classes sociales de Marx a 
nos jours. 1954の訳
社会行動と社会構造 斎藤正二
日本大学大文科学研究所：研究紀
要第2号 p.107-127 昭35.3
註ーp.113ー 118:「社会学の社会行動
論」にウェーバーの説が述べられ
ている
共同体内分業の存在形態とその展開の
諸様相一共同体解体の歴史的前提条
件の解明という視角から (1-2)
大塚久雄
経済学論集（東大）第27巻3号，第28巻1
号 p.1ー 11,80ー 101 昭36.4,37.2
註ーウェーバーの「デーミウルギー」の
理論を手がかりに考察
ウェーバーにおける行動理論（行動の
基礎理論下の 1の中） 南 博
思想第458号 p.1106-1110
111 
昭37.8
行為理論の展開ーM.ウェーバーとV.
パレート（社会学における行為理論
の展開の中） 秋元律郎
◎社会科学の理論と方法鹿野政
直他5名著（早稲田大学出版部）
p.141-150 昭39.4
ォットー・シュタッメル監修 <Max
Weber und die Soziologie heute• 
斎藤博道
社会学論叢（文委） 第32号 p.36-
38 昭40.10
註ーHrsg.von Otto Stammer. Tiibin-
gen 1965の紹介 1964年4月28ー
30日ウェーバー生誕百年記念の討
議録の紹介とテーマを記載したも
の
社会学とヴェーバー 富永健一
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚久雄編（東京大学出版会）
p.9-38 昭40.11
現代社会学における M.ウェーバーの
意義（特集）
社会学評論第16巻2号［第62号］
A2参照 昭40.12
c2 社会学方法論
（邦訳）
Wirtschaft und Gesellschaft. Teil 1, 
Kapitel 1, Soziologische Grundbegr這e.
§1 
理解と社会的行為の概念
阿閉吉男，内藤莞爾訳
◎倫理と社会の間村井実他編
（牧書店） p.101-112 昭38.10
註一社会学の基礎概念 阿閉，内藤訳
（角川文庫昭28.6) p. 15-17, 
35-38から抜孝
＊〇社会学の方法原理 坂田太郎訳
（岩波書店，哲学論叢第32巻）昭5.3
一新刊紹介 湯浅興宗
社会学雑誌第74号 p.89-90(昭5.6)
（研究）
社会学的認識に於ける説明と理解と批
判 ・城戸幡太郎
112 罷西大學『纏済論集』第17巻第1号
社会学雑誌第28号 p.16ー 32 大15.8
註ーバルト，ディルタイ，ヴェーバー
などについて論述
形式乃至純粋社会学の問題 久保栄三
哲学雑誌（東大） 第41巻474号
p.693ー 700 大15.8
註ーザンダー，ヴェーバーなどについ
て論述
社会学研究に於ける図式的方法と純型
的方法 小松堅太郎
社会学雑誌第34号 p.1ー 29 昭2.2
註ーウェエバア，ジンメル， リュウト
リンなどについて論述
総社会学への道 松本潤一郎
社会学雑誌第70-71号 p.25-42
p.38ー 63 昭5.2-3
〇社会学論及学説（弘文堂書房）
p.1-48 (昭9.6)
註ー1ユウゼニオ・リニアノ氏の社会
学 2ルドヰッヒ・ミーゼス氏に
於ける社会法則 3ゾムバルト氏
の経済社会学 4アンドレアス・
ワルター氏の総社会学 に分かれ
各々ウェーバーが引き出されてい
る
社会学的概念構成 新明正道
〇社会学の基礎問題（弘文堂）
p.129-199 昭14.6
〇社会学の基礎問題（弘文堂）第
5版 p.129ー 200 (昭26.7) 
註ージンメル，ウェーバー，リッカー
トなどについて論述
社会学と社会的現実一社会学方法論に
於ける諸問題 福武直
哲学雑誌（東大） 第55巻640ー 641号
p.334ー 373,403ー 418 昭15.6ー 7
◎社会学の対象と方法 トウンワ
ルド編福武直編（青山書院）
p.187ー 276 (昭19.1)
〇社会学の現代的課題（日本評論
社） p.97ー 161 (昭23.10)
〇社会学の現代的課題（東京大学
出版会） p.97ー 161 (昭28.4)
註ーフライヤー，マンハイム，ウェー
バーなどによって論述
理解社会学 斎藤正二
〇社会学史通論上（教文出版株
式会社） 昭27.5
〇社会学史通論増補版（昭林堂
出版部） （昭33)
〇社会学史通論第3版（昭林堂
出版部） （昭35.4)
＊〇マックス・ウェーバー研究一比較研
究としての社会学 金子栄一著
（創文社） 212, 68p. A 5 昭32.1
一新刊紹介 ウェーバーの全体的把握
新明正道
図書新聞第391号 p.4 (昭32.3.23)
社会学的分析の単位 富永健一
◎講座社会学第1巻個人と社
会（東京大学出版会） p.15-37 
昭33.1
註ーウェーバーの理論を中心として，
ジムメル，デュルケームなどにつ
いて論述
マックス・ウェーバー・歴史的理解社
会学（ドイツ社会学の中）
ザロモン樺俊雄訳
◎二十世紀の社会学 Gギュルヴ
ィッチ， Wムーア編 1 (誠信
書房） p. 15ー 22 昭33.10
註ーTwentiethCentury Sociology. 
Edited by Georges Gurvitch and 
Wilbert E. Moore. (1945)の中
のAlbertSalomon: German Soci・
ologyの邦訳
ドイツ社会学とインフォーマル集団
Hans Stirn : Die .,Kleine Gruppe" 
in der deutschen Soziologie. (紹介）
石坂巌
三田商学研究（慶大） 第2巻3号
p.331-332 昭34.9
註―KolnerZeitschrift fir Soziologie 
und Sozialpsychologie. Jg. 7, 
Heft 4, p. 42-67に掲載の論文で
あって，ウェーバーの理解社会学
の節がある
マックス・ウェーバーの「理解社会学」
とその基礎概念 林道義
思想第498,501号 p.1593-1603
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p.365ー 379 昭40.12, 41. 3 
c3 宗教社会学
（原典）
Die protestantische Ethik und der Geist 
des Kapitalismus. - Die protestanti・
sche Sekten und der Geist des Kapi・
talismus.-Die Wirtschaftsethik der 
Weltreligionen: Einleitung. 
原典翻刻叢書4 (みすず書房）
275p. A 5 昭29.10
註ーGesammelteAufsiitze zur Reli・
gionssoziologie. Bd. 1の p.1一
275の翻刻であって，初めに Vor-
bemerkungが付いている
（邦訳）
,,Kirchen" und ,,Sekten" (Frankfurter 
Zeitung. 13. und 15. April 1906) 
教会とセクト 安藤英治訳
成瞑大学政治経済論叢第14巻1
号 p.144-156 昭39.4
to儒教と道教 細谷徳三郎訳
（弘文堂） 422p. 菊判 昭15.10
＊〇世界宗教の経済倫理 I 
杉浦宏訳，中村元補註
（宗教社会学論集3)(みすず書房）
223p. B 6 昭28.7 
一新刊紹介 小口偉ー
図書新聞第209号 （昭28.)
＊〇古代ユダヤ教 1 内田芳明訳
（みすず書房） 26, 4, 413p. 昭37.3
一新刊紹介宗教意識と社会的経済的
条件との縫れ合いの解明 松田智雄
図書新聞第652号 p.4 (昭37.4.28)
to古代ユダヤ教 1 内田芳明訳
（みすず書房） 415-666p. A 5 
昭39.11 
Die Pharisaer. [遺稿J(Gesammelte 
Aufsiitze zur Religionssoziologie. Bd. 3) 
パリサイびと 内田芳明訳
〇古代ユダヤ教1 内田芳明訳
（みすず書房） p.585-647 昭39.11
1 ゼクテ宗教性としてのパリサイ主
義
2 ラビ
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3 バリサイ派ユダヤ教の教説と倫理
4 ェッセネ派，及びそのイエスの教
えとの関係
5 ユダヤ人の儀礼的遮断の強化
6 分散ユダヤ人における改宗運動
7 キリスト教使徒の宣教
（研究）
ウェーバー宗教社会学とその批判者一
ヨーロッパ的近世的市民社会史の序
説として 小原敬士
社会学評論第3号 p.1-26 昭9.11
tドイツ宗教社会学の発展（上下）
小口偉ー
宗教研究（東：k.) 新第12巻5-6号
p.796ー 808,929ー 938 昭10.9, 11 
＊マックス・ウェーバーと宗教社会学の
問題 小口偉一
〇宗教社会学（東京大学出版会）
p. 79ー 149 昭30.3
一新刊紹介科学としての宗教学確立
ヘー進歩的ウェーバー派の論文集
佐木秋夫
日本読書新聞第793号 p.2
（昭30.4.18)
東洋の宗教と経済倫理一問題の所在
中村元
心第8巻10号 p.50-58 昭30.10
註ーウェーバーについて論述
＊ウェーバーとヤスパースー世界史にお
ける宗教の意味 金子栄一
東京女子大学論集第6巻1号昭30.12
〇フィヒテ，ゥェーパー，ャスパ
スー（春秋社） p.159ー 99 (昭36.5)
一新刊書評 瀬在良男
社会学論叢（臭合）第22号 p.45一
46 (昭36.9)
社会学の内容的構造 金子栄一
〇マックス・ウェーバー研究（創
文社） p.101-146 昭32.1
1ヨーロッパ的エトスの系謙 2 「宗
教社会学」のカズイスティク 3世界
諸宗教の経済倫理
宗教社会学 (2) ウェーバーの貢献
森東吾
図書新聞第425号 p.4 昭32.11・23
I 14 開西大學 r繹済論集』第17巻第1号
近代精神とキリスト教 笹淵友一
〇浪漫主義文学の誕生（明治書院）
p.49-116 昭33.1
註ーウェーバーとトレルチによって，
近代精神とプロテスタンティズム
の交渉を明らかにするもの
マックス・ウェーバーの宗教社会学
久保田正文
〇仏教社会学（日新出版株式会社）
昭37.4
Mウェーバーの宗教社会学 内田芳明
世界思想教養全集月報（河出書房
新社） 2 p. 7-8 昭37.6
マックス・ヴェーバーにおける宗教社
会学と経済社会学の相関 大塚久雄
＊思想第472号 昭38.10
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚，安藤，内田，住谷著（岩波書店）
p.237ー 265 (昭40.6)
註ー前掲に註を付加
JMキタガワ著，井門富士夫訳「東洋
の宗教」 窪徳忠
宗教研究（東大） 第118号 p.107-
109 昭39.3
註ーJosephMitsuo Kitagawa:, Reli-
gion of the East. 1960の邦訳に
対する紹介
マックス・ヴェーバーにおけるカリス
マ社会学の意味上下 安藤英治
＊思想第478,484号 昭39.4,10
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚安藤，内田，住谷著（岩波書店）
p.43-83 (昭40.6) 
◎マックス・ウェーバー研究安
藤英治著（未来社） p.251-292 
（昭40.11) 
1 問題提起
2 ヴェーパーにおける“経済”
3 ヴェーバーにおけるカリスマ社会
学の位置
4 むすびーヴェーバーにおける“デ
モクシー ”
宗教社会学試論ークルト・サミュエル
ソンの所論 川崎喜久子
社会学論叢（臭委）第29号 p.11-
26 昭39.6
註ーCurtSamuelson: Religion and 
Economic Action. 1957の紹介で
あって Dieprotestantische Ethik 
und der Geist des Kapitalismus 
に対する批判である
ドイツ宗教社会学の基本的特徴と現代
の傾向 豊嶋覚城
ソシオロジ（京大） 第11巻1,2合
併号［第35/36号J p.112-118 
昭39.9
註ーウェーバー， トレルチ，バッハ，
メンジングなどについて論述
アジアの文化とキリスト教ーヴェーバ
ーの「儒教とビュウリタニズム」をめ
ぐって 大塚久雄
◎現代日本思想大系6 キリスト
教武田清子編（筑摩書房）
p.363-396 昭39.12
註一昭36.11:「東西文化の交流におけ
る宗教社会学の意義」に加筆した
もの
経済と宗教一宗教倫理の階級的制約性
の問題 内田芳明
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚，安藤内田，住谷著（岩波書店）
p.267-300 昭40.6 
註一昭38.12:同題に第2節を加え細
部にわたって加筆をなし，約2倍
となった
文化比較の諸観点と諸問題ーインドと
ユダヤ民族の比較 内田芳明
◎マックス・ヴニーバー研究大
塚，安藤内田，住谷著（岩波書店）
p. 301ー 355 昭40.6
1問題の提起「パーリア民族」の比較
2賤民資本主義の問題 3諸部族社会
の比較一連合と遮断 4氏族的社会構
造の比較ー解体と固定 5 「ゲーリー
ム」一小家蓄飼育者とレビびと祭司
6宗教思想の比較
註一昭和39.4.9の同題論文の「中」の
部分だけであって，これに全体と
して加筆し，さらに第3-4節を
加えたものである。比較の素材
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は， ウェーバーの Gesammelte 
Aufsiitze zur Religionssoziogie 
Bd. 2ー 3である
「近代資本主義の精神」 (M.Weber)に
おける宗教的頭廃過程一宗教と経済
との問題 大友抱環
竜谷大学経済学論集第5巻1号
p. 70ー 90 昭40.6
IntellektualismusとRationalisierung
折原浩
C4参照 昭40.11
「社会層」と宗教倫理の相関ー経済の
Rationalisierungにおける 内田芳明
B5参照 昭40.12
討論 隅谷三喜男，広中俊雄，寺尾
誠，安藤英治，折原浩，内
田芳明，丸山真男，富永健一
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚久雄編（東京大学出版会）
p.351-379 昭40.11
註一昭和39年12月6日‘マックス・ヴェ
ーバー生誕百年記念シンポジウム
における，主としてカリスマと合
理化の問題についての討論である
C4 歴史社会学
（研究）
文化社会学 その発展ーマックス・ウ
ェーバー 安西文夫
〇社会学史概説（中文館書店）
p. 昭24.3
〇社会学史概説（研修社） p.236 
-242 (昭27.5) 
マックス・ウェーバーの日本歴史観一
荘園制と封建性 新見吉治
〇社会科のための歴史教育（天満
社） p.290ー 302 昭25.8
歴史学の概念ー歴史学とはどういう学
問か（歴史学の認識志向の中）上原専腺
◎世界の歴史第6巻歴史の見
方（毎日新聞社） p.22ー 45 昭29.5
註ーライプニッツ，マルクス，ウェー
バーなどについて論述
IntellektualismusとRationalisierung
［報告要旨］ 折原浩
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◎マックス・ヴェーバー生誕百年
記念シンポジウム p.27ー 32
昭39.12
註一昭40.11:充実したものがある
歴史学とヴェーバー 掘米庸三
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚久雄編（東京大学出版会）
p.57ー 75 昭40.11
IntellektualismusとRationalisierung
折原浩
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚久雄編（東京大学出版会）
p.243ー 273 昭40.11
註一昭39.12:報告要旨の確定である。
ヴェーバーの宗教社会学的著作を
典拠として「合理化」過程における
知識層の役割にかぎって考察する
マックス・ヴェーバーと辺境革命の問
題 折原浩
社会学評論第16巻2号［第62号］
p.57-82 昭40.12
c5 都市社会学
（邦釈）
to都市の類型学一経済と社会第2部第
9章 8節 世良晃志郎訳
（創文社） 356,33p. A 5 昭39.12
一新刊紹介 ウェーバーの「都市論」の
意義 増田四郎
週刊読書人第568号 p.5
（昭40.3.22)
一新刊紹介 安藤英治
成蹂大学政治経済論叢第15巻2
号 p.232ー 238 (昭40.9)
Wirtschaft und Gesellschaft. 4. Aull. 
1956. Teil 2, Kap. 9, Absch. 8. Die 
nichtlegitime Herrschaft (Typologie 
der Stiidte)§1, Begriff und Kate-
gorien der Stadte. 
都市の概念と諸範疇 余宮道徳訳
◎都市化の社会学鈴木広訳編
（誠信書房） p.3-38 昭40.9
（研究）
Polisを続る問題 村川堅太郎
◎社会経済史学の発達社会経済
I 16 賜西大學『鯉済論集』第17巻第1号
史学会編（岩波書店） p.399-
418 昭19.5
註一都市共同体について，クーン，ビ
ュー ヒャー ， リーベナム，ウェー
バーなどの説を考察するもの
CG 音楽社会学
（邦訳）
＊〇音楽社会学 山根銀二訳
（鉄塔害院） 昭5.7
（有斐閣） 197p. B 6 (昭29.9)
一新刊紹介東西音組織の対比岸辺成雄
図書新聞第258号 （昭29.8.7) 
D 法学
（邦訳）
＊〇法社会学ー経済と法 石尾芳久訳
（法律文化社） 370p. A 5 昭32.12 
一新刊紹介資本主義との関連つく
田村五郎
図書新聞第437号 p.4 (昭33.2.15) 
（研究）
法社会学の流行 法律文化社編集部
法律文化第4巻2号 p.124-
127 昭24.2
註ーロスコー・パウンド「法社会学」の
紹介の前文であって，法社会学は
ウェーバーとむすびついて現日本
法学者の一つの流行である
近代大陸法学における概念的思考方法
の成立 碧海純一
＇ 神戸法学雑誌（嬰；） 第3巻1号
p.1-62 昭28.7 
註ー近代法論理の発展にヴェーバーが
法の合理化とよぷ過程の特殊な一
側面にほかならないと述べて騰々
引用されている
現象としての慣習法 川島武宣
法律時報第28巻7号 p.4ー 11昭31.7 
註一本稿はMヴェーバーの理論から学
ぶところが多いと記す
マックス・ウェーバー流の法社会学
（法社会学の一考察の中） 笠原正成
日本大学世田谷教養部紀要第5
輯 p.18ー 20 昭31.12
法学とヴェーバー 広中俊雄
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚久雄編（東京大学出版会）
p.39-55 昭40.11
E 政治学
El一般
（邦訳）
Diskussionsrede zur Griindung einer 
national-sozialen Partei. (Protokoll 
iiber die Vertreter-Versammlung al!er 
National-Sozialen in Erfurt vom 23. 
bis 25. November 1896) (Gesammelte 
politische Schriften) 
国民社会党の設立によせて 中村真二訳
〇ウェーバー・政治・社会論集（河
出書房新社，世界の大思情 23)
p.39-43 昭40.4
訳註 p.43-47 
解題 p.434ー 435
＊〇政治書簡集 相沢久訳
（未来社，社会科学ゼミナール10)
14lp. B 6 昭31.10
一新刊紹介 未完の焼舌と博識の根源
弁味準之輔
日本読書新聞第878号 p.3
（昭31.12.10)
Politik als Beruf. 1920. 
＊〇職業としての政治 西島芳二訳
（岩波書店，岩波文庫） 109p. 昭27.1
t一新刊紹介 清水幾太郎
図書（翡喜）第30号 p.21ー 22(昭27.3)
〇職業としての政治 西島芳二訳
（角川書店，角川文庫） 106p. 
A6 昭34.4
職業としての政治清水幾太郎，清水礼子訳
〇ウェーバー・政治・社会論集（河
出書房新社，世界の大思想 23)
p.385-431 昭40.4
解説（清水礼子） p.443-444 
（研究）
マックス・ウェーバーの政治における
自由主義の限界 斎藤正二
日本大学文学部研究年報第3輯
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昭和27年度第2分冊 昭28.6
政治的実践 金子栄一
〇マックス・ウェーバー研究（創
文社） p.173-182 昭32.1
Mウェーバーの焦りーMウェーバーの
政治感覚に関する一考察 吉田宜路
同志社法学第1随~4 号［第89号］
p.547-554 昭39.9
政治家としてのマックス・ウェーバー
ゴロ・マン，生松敬三訳
みすず第71ー 72号［第7巻4-5
号] p.28-38 p.53-65昭40.4-5
註ーGolo Mann : Max Weber als 
Politiker. (Neue Rundschau. Jg. 
75, Heft 3, 1964)の訳
マクス・ウェーバーの政治理論菅野正
社会学評論第16巻2号［第62号］
p.37-56 昭40.12
E2 国家，支配，官僚制
（邦訳）
Parlament und Regierung im neuge-
ordneten Deutschland. Zur politischen 
Kritik des Beamtentums und Partei-
wesens. (Die innere Politik. Hrsg. 
von Siegmund Hellmann 1918) (Ge-
sammelte politische Schriften) 
新秩序ドイツの議会と政府一官僚制度
と政党組織の政治的批判
中村貞二，山田高生訳
〇ウェーパー・政治・社会論集（河
出書房新社，世界の大思想 23)
p.303-383 昭40.4
序文
1 ピスマルクの遺産
2 官僚支配と政治指導
3 行政の公開と政治的指導者の選択
4 議会化と民主化
訳注 p.380-383 
解説 p.439-443 
Wirtschaft und Gesellschaft. 1.-3. 
Aufl. Teil 1, Kap. 3. Die Typen der 
Herrschaft. Teil 3. Typen der Herr-
schaft, Kap. 3. 
国民 浜島朗訳
. ~17 . 
. ,. 
◎倫理と社会の間村井実他編
（牧書店） p.598ー 602 昭38.10
註ー権力と支配浜島朗訳（みすず書
房） p.201ー 215の抜李
＊〇官僚制 阿閉吉男，脇圭平共訳
（創文社，フォルミカ選書16)
102p. B 6 昭29.11
一新刊紹介計算可能な即物的支配
大島太郎
日本読書新聞第780号 p.2
（昭30.1.17)
＊〇家産制と封建性 浜島朗訳
（みすず書房） 257,Bp. B 6 昭32.1
一新刊紹介伝統的支配に関する分析
松田智雄
図書新聞第388号 p.4 (昭32.3)
Wirtschaft und Gesellschaft. 4. Aufi. 
Teil 2, Kap. 9, Soziologie der Herr-
schaft. (Abschnitt 2. 3) 
＊支配の社会学一経済と社会第2部第9
章 1.2 2冊 世良晃志郎訳
（創文社）
1 286p. A 5 昭35.7 
一新刊紹介 尾形典男
週刊読書人第342号 p.4
（昭35.9.19)
支配の社会学［第2ー 3節］． 世良晃志郎訳
〇ウェーバー・政治・社会論集（河
出書房新社，世界の大思想 23)
p.237-292 昭40.4
解題
正当的支配の三つの純粋型（第2節）
官僚制的支配の本質•その諸前提およ
び展開
訳註 p.292-301 
解題 p.439 
Die drei reinen Typen der legitimen 
Herrschaft. (Preussische Jahrbiicher 
Bd. 187. 1922) (Wirtschaft und Gesell-
schaft. 4. Aufi. Teil 2, 9, Absch. 2) 
正当的支配の三つの純粋型世良晃志郎訳
〇ウェーバー・政治・社会論集（河
出書房新社，世界の大思想 23)
p.241ー 252 昭40.4
（研究）
I 18 閥西大學『鯉漬論集』第17巻第1号
官人支配と国家的土地所有 平瀬己之吉
◎社会構成史体系第2部東洋
社会構成の発展（日本評論社）
108p. A 5 昭24.4
註ーウェーバーを引用
t社会的国家の理論ー一つの体系の対抗
＝決済過剰 伊藤迪
政経論叢（葵象） 第4巻4号
p.102ー 125 昭30.3
註ーマンハイム，ベルンシュクイン，
ウェーバーなどについて論述
近代社会におけるビュロクラシイの構
造 菅野正
文化（委が第19巻6号 p.575一
593 昭30.11
註ーウェーバーが多く引用されている
議会政治制一官僚制ーマックス・ウェ
ーバー対カール・シュミット（ワイ
マール共和国における議会政治制の
悲劇の中） 川北洋太郎
学習院大学政経学部研究年報 3 
1955 p.241ー 253 昭30.12
官僚制の構造 西村勝彦
〇理論社会学の根本問題（教育書
林） p.167ー 174 昭31.5
註ーウェーバーを中心に論述
近代社会構造と官僚制 斎藤正二
社会学評論第9巻1号［第33号］
p.2ー 16 昭33.10
註ーウェーバー，グールドナー，ライ
ト・ミルスなどについて論述
レッドテープと体制 仲村祥一
社会学評論第9巻3号［第35号］
p.13ー 25 昭34.3
註ーウェーバー，グールドナー，ミル
スなどについて官僚制を論述
近代官僚制の本質 小松堅太郎
社会科学討究（早大） 第4巻3号
p. 301-320 昭34.7
註ーウェーバーとマルクスを論述
官僚制 馬場明男
0社会学概論（時潮社） p.200ー
208 昭35.4
註ーウェーバーを中心に論述
支配社会学の現代的意義 浜島朗
図書新聞第560号 p.3 昭35.7.9
註ーWirtschaftund Gesellschaft. 4. 
Aufl. Teil 2, Kap. 9. Soziologie 
der Herrschaft. の解説
葛藤を許容する官僚制のモデル
ユージン・リトワック 西村洋子訳
社会学論叢（臭委） 第24号 p.32一
44 昭37.6
註ーEugene Litwak : Models of 
Bureaucracy which Permit Con-
flicts (American Journal of 
Sociology. 1961. Vol. 67, No. 2) 
の邦訳ウェーバー流のモデル，ヒ
ューマン・リレーション・モデル，
専門職業的モデルの三つを論述
マックス・ウェーバーの支配の概念を
めぐる若干の問題点 余宮道徳
◎佑部記念論文集（福岡大学）
文理編 p.47-69 昭39.11
政治的発展の多様性と官僚性ー「ウェ
ーバー・モデルの修正」論について
阪野亘
阪大法学第53号 p.57ー 84 昭39.12
F 経済学
Fl一般
（研究）
マックス・ウェーバーと近代経済学
戸田武雄
〇近代経済学批判（青木書店，青木
文庫） p.309ー 342 昭27.11
マックス・ウェーバーの経済学
近代経済学研究会
0世界十五大経済学ーマルクスと
ケインズ（柏林書房） p. 236-
253 昭3.11 
エー'"近代日本における経営者の哲学 (1) 
序章的考察． 石坂巌
三田商学研究第3巻3号 p.310
ー322 昭35.9
註ー近代日本の経営の哲学研究の出発
点を，ヴェーバー，ゾムバルトな
どに求める
Grundriss der Sozialokonomik の編
118 
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築者としてのマックス・ヴェーバー
住谷一彦
＊思想第472号 p.1365ー 79 昭38.10
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚，安藤内田，住谷（岩波書店）
p.187ー 234 (昭40.6)
マックス・ヴェーバーと組織論中川敬一郎
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚久雄編（東京大学出版会）
p.339ー 345 昭40.11
F2 経済学方法論
（研究）
学と実践ー特に経済学に関係して
福井孝治
Bl参照 昭3.9ー 10
社会学的経済学から経済社会学へ
高島善哉
〇経済社会学の根本問題（日本評
論社） p.67ー 87 昭16.3
註ーゾムバルト，ウェーバー，ゴット
ルなどについて論述
社会学との関聯ーMウェーバー 戸田武雄
〇経済哲学下巻（三笠書房）
p.91-100 昭17.10
マックス・ウェーバーと近代経済学
戸田武雄
〇近代経済学批判（青木書店，青
木文庫） p.309ー 342 昭27.11
経済社会学の成立ー歴史学派の学問論
的一帰結 伊藤迪
政経論叢（庚船第4巻1号
p. lー 22 昭29.6
Mウェーバーの歴史学派批判ーおよび
その思想史的背景 大林信治
商大論集（畠戻） 第17巻 5号
p.375-396 昭40.12
F3 経済政策，社会政策．
社会主美
（邦訳）
＊〇農業労働制度 山口和男訳
（未来社，社会科学ゼミナール）昭34.6
一新刊紹介輝きを増すウェーバー
ェコノミスト 第37年32号 p.62
119 
• --・-----・--ー・ニ．ー_____:_ ___・. 一・--―-・-―-
-64 （昭34.8.11)
Entwicklungstendenzen in der Lage 
der ostelbischen Landarbeiter. (Ar-
chiv filrsoziale Gesetzgebung und 
Statistik. B d. 7. 1894) (Gesammelte 
Auf磁tzezurSozial-und Wirtschafts-
geschichte. 1924) 
東エルベ農業労働者の状態における発
展諸傾向(1-2)大藪輝雄，吉矢友彦共訳
立命館経済学第3巻4ー 5号
p.395-414, 530-547 昭39.10,12
Der N ationalstaat und die Volkswirt-
schaftspolitik. Akademische Antritts-
rede. 1895. (Gesammelte politischen 
Schriften) 
＊国民国家の経済政策 田中真晴訳
（未来社，社会科学ゼミナール）昭34.5
一新刊紹介輝きを増すウェーバー
ェコノミスト 第37年32号
p. (62-)64 (昭34.8.11) 
国民国家と経済政策（教授就任講演）
田中真晴訳
〇ウェーバー・政治・社会論集（河
出書房新社，世界の大思想23)
p.3-29 昭40.4
訳註 p.29ー 37
解題 p.433ー 434
（研究）
tマックス・ウェーバー「封鎖的大工業
の労働者の選択及適応」 上林貞治郎
企業経営第6巻5号 昭7
第7巻1号昭8
ドイツ社会政策学会の大工業労働者の
生活調査 1. M. Weberの指導的見
解 藤林敬三
〇経済心理学（東洋出版社，経営
学全集第12巻） p.261-283 昭10.4
ドイツ社会政策学会の大工業労働者の
生活調査 藤林敬三
〇経済心理学（慶応出版社，慶応
義塾大学講座経済学33)
p.157ー 170 昭16.7 
註ー前掲より簡略なもの
経済政策と理論 気賀健三
〇経済政策の根本問題ー政策論及
120 胴西大學『網済論集』第17巻第 1号
び経済組織論（有斐閣） p. 124 
-149 昭16.11
註ーウェーバー，アルベルト・ヘッセ
などについて論述
社会学的交通理論の立場 富永祐治
経済学雑誌（醤屡） 第10巻2号
p.161-185 昭17.2
註ー交通理論をウェーバーの社会学的
方法によって論述
社会政策の学問的性質 大河内一男
〇社会政策総論（有斐閣） p.45 
-65 昭24.2
〇社会政策総論新訂（有斐閣）
p.47-68 (昭27.3)
註ーウェーバーを中心に論述
形式合理性の実質的意味＿ウェーバー
の社会主義論を廻って 徳永拘
社会学評論第3巻 1号［第9号］
p.95-97 昭27.10
t政策学の非科学性の問題ーウェーバー
の方法論への理解の試み (1) 金持一郎
甲南経済学論集第5巻2号［第
58号] p.94ー 110 昭39.11
所感 大河内一男
図書新聞第789号 p.4-5 昭40.1. 1 
所感 大河内一男
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚久雄絹（東京大学出版会）
p.201-205 昭40.1 
註ー主としてウェーバーの労働調査の
方法について述べたもので，前掲
はその約3分の2の速報である
初期マックス・ヴェーバーのドイツ殷
業論 (1) 大月誠
竜谷大学経済学論集 第5巻3号
p.67ー 87 昭40.11 
F4 資本主義
（原典）
Die protestantische Ethik und der Geist 
des Kapitalismus. 
C3参照
Die protestantischen Sekten und der 
Geist des Kapitalismus. 
C3参照
（邦訳）
Die protestantische Ethik und der,,Geist" 
des Kapitalismus. (Archiv fir Sozial-
wissenschaft und Sozialpolitik. Bd. 20-21. 
1904-05) (Gesammelte Aufsatze zur 
Religionssoziologie. Bd. 1) 
プロテスタンティズムの倫理と資本主
義の「精神」 阿部行蔵訳
〇ウェーバー・政治・社会論集（河
出書房新社，世界の大思想23)
p.117ー 235 昭40.4
著者緒言
第1章問題の所在
1 宗派＝信仰と社会階層
2 資本主義の「精神」
3 ルターの職業親念ー研究の
課題
第2章禁欲的プロテスタンティズ
ムの職業倫理
1 世俗内的禁欲の宗教的基礎
2 禁欲と資本主義の精神
解題 p.437-439 
プロテスタンティズムの倫理と資本主
義の精神（抄） 梶山ヵ，大塚久雄訳
◎倫理と社会の間 村井実他編
（牧書店） p.164-166 昭38.10 
註＿同書（岩波書店，岩波文庫）
p.222-223,245ー 246,164-166の
抜平
（研究）
資本主義精神 本位田祥男
＊◎社会経済体系7(日本評論社）
43p. 昭3
〇経済史研究（三省堂） p.401-
472 (昭10.6)
1緒論 2種々の見解 3資本主義精
神の本質 4その手段への表現 5そ
の発展
註ーソムバルト，ウェーバーなどにつ
いて論述
tマックス・ウェーバー「生産性の吟味」
上林貞治郎
企業経営第6巻3号 昭7
tマックス・ウェーバー「プロテスタン
卜倫理と資本主義J批判 高谷道男
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宗教研究（東大） 新第12巻6号
p.54ー 66 昭10.11
マックス・ウェーバーの「プロテスク
ントの倫理と資本主義の精神」につ
いて 桜井信行
経済評論（畠薩） 第24号 p.13ー 40
昭1.12 
職業意識と職業道徳 尾高邦雄
〇職業社会学（岩波書店） p.291 
ー369 昭16.7 
1職業気質及び職業意識 2職業思想
及び職業道徳 3宗教と職業生活
註ー後半 (p.334ー 369)において「プ
ロテスタンティズムの倫理と資本
主義の精神」が論述されている
資本主義精神の起源ーマックス・ウェ
ーバー説 千種義人
〇経済原論総説（慶応出版社）
p.69ー 72 昭23.9
近代資本主義の成立 田中豊吉
明大商学論叢第1巻［第34巻]2
号 p.64ー 86 昭25.6
註ーウェーバーの理論が引かれている
市民性についての覚書ーマックス・ウ
ェーバーとカール・レヴィットに拠
りながら（市民社会の中） 松田智雄
◎社会科学講座第3巻社会構
成の原理（弘文堂） p.59ー 71
昭25.12
近代社会の人倫構造 務台理作
◎社会科学講座第5巻近代社
会の構造と危機（弘文堂） p.49 
-67 昭26.2
註ーウェーバーのDieprotestantische 
Ethik und der Geist des Kapi・
talismus. とヘーゲルの Grundli・
nien der Philosophie des Rechts 
について論述
資本主義とキリスト教ー自律的体制と
主体的精神 岡田純一
理想第229号 p.42ー 51 昭27.6
註ーp.42ー 43:資本主義の精神
資本主義的精神の生成 田中豊吉
〇前期資本主義史論（泉文堂）
p.113ー 138 昭29.10
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註ーソムバルト，プレンターノ，ウェ
ーバーなどについて論述
経済の倫理的構造 竜野健次郎
経済道徳研究所年報信塁閑雷）
2 p.139ー 171 昭29.12
註ー特に p.160ー 171に資本主義の精
神がある
tプロテスタンティズムの倫理と資本主
義の精神（新刊紹介） 大塚久雄
文庫（諜） 第41号 p.23 昭30.2
宗教と資本主義の興隆 1937年版への
序文 R.H. トーニー
出口勇蔵，越智武臣訳
〇宗教と資本主義の興隆 トー ニ
ー著，出口，越智訳上巻
（岩波書店，岩波文庫） p. 12-
24 昭31.5 
註ーRichardHenry Tawney : Reli-
gion and the Rise of Capitalism 
の邦訳であって，その序文を指す
フランクリンと「資本主義の精神」
大塚久雄
学鐙第53巻6号 p.10-13 昭31.6 
経済と倫理ー経済倫理学の批判的序説
斎藤悟郎
新潟大学法経論集 第9巻2号
p. 67-90 昭35.1
註ーウェーバー，マルクス，高田保馬
和辻哲郎などの説について論述
資本主義的精神 田中豊喜
〇産業的中産者と前期的資本（泉
文堂） p.229ー 253 昭37.4
註ープレンターノ，ウェーバーなどに
ついて論述
人的能力政策の社会的条件ー近代的能
力主義の社会的起点 石坂巌
三田商学研究第5巻6号 p.1229
-1252 昭38.2
註ー1問題の起点 2アメリカ近代資
本主義と教派組織 3社会的陶冶
法則の問題 に分れているが， 2
において Die protestantischen 
Sekten und der Geist des Kapi-
talismusが論述されている
宗教と資本主義ーアメリカ資本主義を
I 2 2 隔西大學『鯉演論集』第17巻第1号
めぐるウェーバーとゾンバルト
永田啓泰
竜谷大学仏教文化研究所紀要第
2号昭38.7 
to初期資本主義の経済倫理ードイツ初
期資本主義の研究 北村次ー著
（有斐閣，関西学院大学経済学研究
叢書6) 217p. A 5 昭39.8
tウェーバーのマルクス批判及び賤民資
本主義の概念 内田芳明
商経法論叢（開奥） 第15巻1号
p.lー 30 昭39.9
市民社会の体制 武田良三
〇産業社会の展開と市民社会（弘
文堂） p.124-151 昭39.9
註ーゾムバルトに対質させて，ウェー
バーの資本主義精神論を論述
マックス・ヴェーバーにおける資本主
義の「精神」 (1ー 2) 大塚久雄
経済学論集（東大） 第30巻3ー 4号
p.1-15 p. 40-70 昭39.10,40.1 
◎マックス・ヴェーバー研究大
塚，安藤，内田，住谷著（岩波書店）
p.87-185 (昭40.6)
1問題の所在
2資本主義の「精神」
3フランクリンの著作によるその検証
4生産倫理としての資本主義の「精神」
マックス・ヴェーバーにおける思想史
と経済史の交錯について（講演）
大塚久雄
F5参照 昭39.10
tウェーバーとシュムペーター 吉田昇三
経済理論（岡農） 第82号 p. lー 21
昭39.11
マックス・ウェーバーにおける「資本
主義の精神」の一考察 柳原敦夫
桜美林短期大学：紀要第5輯
p.13ー 22 昭40.3
「近代資本主義の精神」 (M.Weber) 
における宗教頬廃過程一宗教と経済
との関係 ・大友抱環
C3参照 昭40.6
プロテスタンティズムの倫理と資本主
義の精神［解説］ 出口純夫
◎世界思想教養辞典西洋編樫
山欽次郎，松浪信三郎編（東京
堂出版） p.106ー 109 昭40.6
マックス・ヴェーバーードイツ資本主
義論史研究の視角から 住谷一彦
◎経済学史講座2 経済学批判
（有斐閣） p.145ー 174 昭40.9
1問題の所在一「アダム・スミス」問題
を手がかりに 2「資本主義の精神」論
の問題観察ープレンクーノとヴェーバ
- 3 Grundriss der Sozialokonomik 
の成立過程ーヴィーンの社会政策学会
4 Grundriss der Sozialokonomik編
纂の意義一独・壊経済学の結合
プロテスタンテイズムとアメリカ資本
主義一ひとつのマックス・ウェーバ
一批判 小原敬士
経済研究（云旦） 第16巻4号
p,289ー 296 昭40.10
F5 社会経済史
（原典）
Wirtschaftsgeschichte. Abriss der uni・
versalen Sozial- und Wirtschafts-
geschichte. 
原典翻刻叢書1(みすず書房）
A 5 348p. 昭28.11
（邦訳）
＊〇古代社会経済史一古代農業事情
上原専腺，増田四郎監修
渡辺金一，弓削達共訳
（東洋経済新報社） A5 昭34.1
一新刊紹介思想と歴史の結合内田芳明
図書新聞第489号 p.4(昭34.2.21)
一新刊紹介雄渾な構想 安藤英治
日本読書新聞第990号 p.2
（昭34.2.23)
＊〇一般社会経済史要論上下巻2冊
黒正巌，青山秀夫訳
（岩波書店） 昭39.12, 30.1 
一新刊紹介比類なく周到な訳業松田智雄
日本読書新聞第788号 p.2
（昭30.3.14)
（研究）
マックス・ウェーバーの経済史城宝正治
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研究論集（岳冒）第1号 p.359-
367 昭4.3
註ーWirtschaftsgeschichte.1923の解
説
Wirtschaftsgeschichte. 1923. 島田雄次郎
◎史籍解題遠藤元男等編（平凡
社）西洋史 p.220 10行 昭1.5 
Gesammelte Auf蛾tzezur Sozial-und 
Wirtschaftsgeschichte. 1924. 尾鍋輝彦
◎史籍解題遠藤元男等編（平凡
社）西洋史 p.65 8行 昭1.5 
フランス革命と農村ーフランス経済史
における方法の問題 高橋幸八郎
社会経済史学第9巻5号 p.485
-514・ 昭14.8
註ーp.489-493 :'市民革命について'
においてウェーパーが引かれてい
る
「封建制」と「近代性」との対立 入交好脩
〇社会経済史研究序説増補版
（時潮社） p.58-64 昭18.6
註ーウェーバーとプレンクーノの論争
マックス・ウェーバー「経済史」につ
いて 大塚久雄
原典翻刻叢書 マックス・ウェー
バー「経済史」別冊 昭28.11
古代奴隷制衰退の問題 弓削達
西洋史学（京大） 第27号 p.215-
232 昭30.10
註ーウェーバー，ホラティウス，ロス
トフツーエフなどについて論述
ビレンヌにおける断絶の意味一古代文
化の終焉（アンリ・ビレンヌの文化
断絶説に関する一研究の中）安藤英治
成瞑大学政治経済論叢第8巻2
号 p.167-194 昭33.12
同上 （アンリ・ピレンヌの歴史意識
の中）
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〇マックス・ウェーバー研究安
藤英治著（未来社） p.380-444 
（昭40.11)
註ー3断絶の経済史的意味ー中世的市
場構造の形成(3)農業， (4序工業に
おいてウェーバーが論述されてい
る
Abriss der universalen Sozial-und 
Wirtschaftsgeschichte. 1923. 
一般社会経済史要論
体0系経済学重要文献案内永田正
臣編（柏林書房） p.128.:..129 
昭34.12
Agrarverh出tnisseim Altertum. 1909. 古
代農業事情
体0系経済学重要文献案内永田正
臣編（柏林書房） p.138ー 139
昭34.12
＇近代企業家の発生とその系譜ー経済史
学と経営史学の接合点 大塚久雄
ビジネス・レビュー（云月）第11巻
3号 p.1-12 昭39.1
註ー後半において，ウェーバーの表現
を用いて説明する
マックス・ウェーバーにおける思想史
と経済史の交錯について（講演）
大塚久雄
成誤大学政治経済論叢 第14巻2
号 p.229ー 248 昭39.10
マックス・ウェーバーの歴史意識断片
一封建制概念をめぐって 安藤英治
〇マックス・ウェーバー研究安
藤英治著（未来社） p.445-453 
昭40.11
註一昭36.7: 「ロストフツエフの古代
社会研究の一断面(1)」の中の‘ウ
ェーバーの見解’を改題したもの
--~---'—--
124 開西大學『繹済論集』第17巻第 1号
付記 日本におけるマックス・ヴェーバー書誌の発達
刊年
① 1927 
Ra 1937 
③ b (1950) 同
プロテスタンティ
③ 1938 梶山 カズムの倫理と資本
主義の精神
④ 1939 清水幾太郎政治の本質 89 
??????????
1950 
1956 
1957 
1964 
1965 
1965 
1965 
1965 
1966 
筆者と題名
黒正 巌社会経済史原論
戸田正雄 社会科学と価値判断の諸問題
日本大学
宮中市子
天野敬太郎 日本マックス・ヴェーバー書誌(1)
大久保和郎
Max Weber研究
のために
わが国におけるマ
ックス・ウェーバ
ー文献目録
著作 研究文献
盲宣/欧文、邦文‘
88+ 4 
88+ 6 
マックス・ウェー
バーの生涯と学説 同
89+ 6 
マックス・ウェー
バーJI 150 
シンポジウ マックス
ム バー研究
・ウェー 173 
天野敬太郎 日本マックス・ヴェーバー書誌(2)
5 126 
（付記） (ABC順）
?
10 
（付記）
8 
40 
金子栄一マックス・ウェー 112+10 40+3 
バー研究 2 (付記）
住谷一彦生誕百年記念シン _ 19 
安藤英治ポジウム （年代）
晶）
佐久間淳マックス・ウェー 112+10 65 86 1, 140 
バー文献目録 （年代） (2分年代） （年代）
70 
（年代）
贔）
47 
?
47+23 
52 
(ABC順） 15 
?
? ー
???））
?
???
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
（（?
?
（?? （
ーー?ー?
?）
? ?
?
?（
晶）
上掲の表は，この書誌第 1回と第2回の
書誌’の項に記載のうちから，主要な書誌
12点について，その内容を表示したもので
ある。次にその大要を説明しよう。
著作目録 1927年①黒正訳「社会経済史
原論」の巻末に‘著作年表’が掲載されたが，
日本におけるヴェーバーの著作目録の最初
のものであろう。年表と称し，新聞掲載と
論著雑誌掲載の二部に分けてあるが，この
区分は問違いで， 19世紀と20世紀の区分で
あり，全著作の年代順目録であって， 88点
と論文集4種を収録していた。
1937年③ a戸田訳「社会科学と価値判断
の諸問題」の訳者序説の終りに年代順の
'Max Weber著作目録＇が掲載された。①
黒正書誌とほぼ同じであるが，黒正書誌に
もれた "Politikals Beruf"を補った代り
に "Dieprotestantische Ethik…" Teil 2 
を失うなどの不備もあるが， 88点に英訳2
点を付記し，論文集を 6種を記した。そし
て邦訳あるもの 5点を付記している。この
訳者序説は， 1950年に③b 「マックス・ウ
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ェーバーの生涯と学説」と題して独立の単
行本とされたが，この著作目録はそのまま
収録されている。
1939年④清水訳「政治の本質」（「職業と
しての政治」を収録）の解説の終りに，年
代順の‘マックス・ウェーバー著作目録’が
あるが，①黒正書誌の転載であって，もれた
•Politik als Beruf9を加えて89点を掲載
し，区分を前期と後期とに修正し，通番を
付け，邦訳10点を付記しているが，論文集
は記載されなかった。
13年後の1950年⑥日本大学社会学会・史
学会・哲学会「MaxWeber研究のために」
に所載の 'M.Weber著書論文目録＇は，③
戸田書誌によるもので，通番を付け，継続
論文を1点にまとめ，英訳2点を併せて通
番89点とし，論文集6種を記載しているが，
邦訳は付記せず，別の項目として8点を掲
載した。
1957年②金子著「マックス・ウェーバー
研究」に付載の‘著作年代順目録’は1956年
までを収録し，大いに増訂されて通番は
112となった。そして， それぞれ外国語訳
と40点の邦訳を付記している。又，論文集
など10種と和洋翻訳論文集5種を掲載し，
それぞれ収録の論文を通番で示して整頓し
て，ここに著作目録として面目一新し，画
期的なものとなった。
1965年大久保訳，マリアンネ・ウェーバ
ー著「マックス・ウェーバー」第2巻の巻
末に‘ウェーバー年表＇が付いているが，
年表は Eduard Baumgarten 著 •Max
Weber• (1964) に所載の年表によって，
伝記的事実と著作目録との両者を含めたも
ので， 1960年まで約 150点を収録したが，
すべての題名に邦訳を付記した特色を持っ
ている。
同年⑪佐久間惇等編「マックス・ウェー
バー文献目録」に所載の 'M.ウェーバー著
作年代順目録＇は，⑦金子書誌とほとんど
同一であるが，外国語訳と邦訳は，各別項
目としている。そして，別に論文集の項を
設け，既掲の 5点にも通番を与えて再掲し
ている。⑦は論文集に収録の論文は収録順
であったが，⑪は通番順（発表順）となっ
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た。外国語訳は， 1963年までを収めて23点
あり．それを一括して原著の発表順（通番
順）に記載している。邦訳は，‘邦文文献目
録＇の部において，研究文献と一緒に年代
順であるから，邦訳を知ることは容易でな
い。
同年⑫生誕百年記念シンポジウム「マッ
クス・ヴェーバー研究」（大塚久雄編）に付
載する‘マックス・ヴェーバー「著作目録」'
は， MarianneWeber著 "MaxWeber" 
(1950)とEduardBaumgarten著 "Max
Weber• (1964) によって作製されたもの
で， 1960年までを収め，通番は 173となっ
た。著作目録としては現在もっとも包括的
なものとされている。邦訳は1965年まで70
点をそれぞれ原著に付記している。
欧文の研究文献 1937年③a戸田訳「社
会科学と価値判断の諸問題」訳者序説の終
りにある‘参考文献＇は，大体 1905-1937年の
発表126点を筆者のABC順に掲載したも
ので， これ Gerthの Bibliographyに先
立つこと 12年であった。これは同氏著③b
「マックス・ウェーバーの生涯と学説」
(1950)にも収録されている。
翌1938年⑧梶山訳「プロテスタンティズ
ムの倫理と資本主義の精神」の訳者序説の
終りに参考文献’が付けられたが，③戸田
書誌とほぼ同じ期間のもの52点が筆者のA
BC順にしてあって，戸田書誌にないもの
も含まれている。
1949年 HansGerth and Hedwig Ide 
Gerth: "Bibliography on Max Weber• が
アメリカの雑誌 "SocialResearch" (Vol. 
16, No. 1, March 1949)に掲載されたが，
独，英仏語など469点を筆者のABC順
に配列したものである。その翌 1950年⑥
日本大学「MaxWeber研究のために」
のうちに '"SocialResearch• 所載Weber
Bibliography補遺’を掲載し， 51点を筆者
のABC順に示したが，これは主として，③
戸田書誌と⑧梶山書誌にあって Gerth書誌
にないものを摘録したもののようである。
1957年⑦金子著「マックス・ウェーバー
研究」の付録‘外国語文献’は， 1905ー 1956
年の401点を主題によって16に分類し，各
?12.& ．賜西大學『繹済論集」第17巻第1号
項目のうちは，筆者のABC順としたもの
で，外国語の研究文献を分類した最初のも
のである。その後，これに続くものは出て
いない。
1965年⑪佐久間惇等「マックス・ウェー
バー文献目録」に，外国語の研究文献とし
て， 'filM.ウェー バー の評伝・総記＇と 'IV
外国語文献（書誌）＇があるが，.R 金子書誌
のうちから相当する部分に少々増補し；筆
者ABC順を年代順に置き替えたものでm
⑦ 74を⑪は73点に（刊年不明3点を削除し，
2点新加）， IV⑦9点を⑪は13点になった
が，方法論以下の特殊研究には及んでいな
い。
邦文の研究文献 1937年@a戸田訳「社
会科学と価値判断の諸問題」の訳者序説に
掲載された‘参考文献のうちの邦文の部が
最初のものと思う。 1923-1937年のもの47
点を筆者のABC順に記載された。1950年，
訳者序説を独立の単行本としたRb「マ
ックス・ウェーパの生涯と学説」には更に
1947-1950年の23点が追記されて計72点と
なっている。
1950年前記⑥日本大学の「MaxWeber 
研究のために」に‘邦文Weber関係文献目
録＇の部があるが， 1926-1951年のもの単
行本25点と論文91点（計116点）を各年代順
に配列したものである。
1956年⑥ （関西大学）宮中市子「わが国
におけるマックス・ウェーバーの文献目
録」（関西大学経済論集第6巻6号，資料
集第1集）が現われたが， 1921-1955年の
もの邦訳40点と研究文献など378点（計418
点）を収録して，主題によって23に分類し
各項目のうちは年月順という初めての企画
であり，画期的なものであった。
翌1957年⑦金子著「マックス・ウェーバ
ー研究」の巻末の文献目録の‘邦語文献’の
部は，⑥宮中書誌を基礎として，増減し，
1921-1956年の311点を16に分類し，各項
目は筆者のABC順としたもので，邦訳40
点は，‘著作年代順目録’のうちに付記せら
れた。
1964年⑧ 「マックス・ヴェーバー生誕百
年記念シンポジウム報告要旨」に付載の，
住谷一彦，安藤英治‘日本におけるマック
ス・ウェーバー研究「文献目録」＇は，⑦金
子書誌に接続するもので 1955ー 1964年の
123点と邦訳19点を一括して年代順に掲載
し，人名索引を付けている。
1965年⑩天野「日本マックス・ヴェーバ
一書誌」（関西大学経済論集第16巻6号，
資料集第6集）は，⑥宮中書誌を改訂増補
して，1905-1964年を収録し，邦訳117点と
研究文献など870点（計987点）を25に分類
したのである。各項目のうちは年代順配列
である。
1965年⑪佐久間編「マックス・ヴェーバ
ー文献目録」の本体をなす 'M.Weber関
係文献目録’の部は，1906-1964年の邦文研
究文献1,140点と邦訳65点，合計約1,205点
を一括して年月順に配列したもので，著者
索引が付いていて，最も本格的な書誌に近
いものである。しかし，年月順の年月の間
違いが多少あり，かつ，本文においても誤
植や不忠実な点がかなり目につくことは，
誠に惜しいことと思う。また，著者索引は
ABC順であるが，しかし，例えば， Kの
中はKa,Ki, Ku, Ke, Ko, のように五十音
順となっている個所 (M,N, S, T, Y)があ
って，アルファベット順と五十音順とが混
合していることに利用者は注意を要する。
以上で，ヴェーバ一書誌の発達の過程の
略記を終る。
そもそも，文献の検索の手がかりには．
主題による，筆者による，年代による，の
三つの場合がありうる。書誌においても，
そのうちの一つだけでなく，三方面から探
索のできることが望ましいのである。
この書誌（第1回⑨，第2回共に）は，
主題別であるから，筆者別と年代順が不足
しているわけである。幸に，⑪佐久間書誌
は，収録期が⑨第1回と同じであり，年代
順と筆者別からなっているので，⑨書誌の
欠をちょうど補うことになるから，大へん
好都合である。しかし，収録内容は両者に
一致しない点があるので，少し説明を加え
て置かねばならない。
⑨第 1 回書誌は 98~点を，⑪佐久間書誌
は1.205点を収録するが，⑪は⑨の987点全
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部を含むものでなく，⑨にあって⑪にない
もの約120点， ⑪にあって⑨にないもの約
340点がある。⑨はヴェーバーを中心に論
述したものを主眼としたもので，かなり厳
選したため数量は少ない。⑪は，やや広範
囲に採択されていて，数量が多い割合に，
ウェーバーを中心とした直接文献のもれた
ものが，かなりあって，間接文献の採録が
相当に多いように思える。ヴェーバーにつ
いて記述した図書や論文は，非常に多い。
たとえば，⑪の方式のように，数行を記載
するものをも，網羅的に採録したならば，
恐らくは3,000点を越すであろう。
あとがき
この第2回書誌においては， 1965年（昭
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和40年）に発表のもの 107点と第1回書誌
の補遺253点，合計360点（うち，邦訳20点
研究文献340点）を収録している。第1回
では，新聞は一切収録しなかったが，第2
回においては，「日本読書新聞」（昭和28ー ・
40年）， 「図書新聞」（昭和30-40年）， 「週
刊読書人」（昭和33ー 40年）に限って採録
することにした。
この書誌において• 第1回書誌に対する
補遺253点の約半数は，佐久間惇氏「マッ
クス・ウェーバー文献目録」によリヒント
を得て充実ができたのである。ここに記し
て同氏に深甚な感謝を捧げる次第である。
